
私学でも数少ない医、理工、農の各

学部を擁する総合大学に薬学部があ

る。そのネットワークを近年、着実に

広げつつある。６年制教育の目玉とな

る実務実習で、他大学が病院の確保に

奔走する中、近畿大は全学生を医学部

３病院で受け入れることに決めるな

ど、そのメリットを最大限に発揮して

いる。

医学部長、病院長の全面的な協力の

もと、病院側と一体になって取り組む

実務実習の質の高さに期待が高まる。

その連携が早速、形になって現れ出し

た。今年の実習生から、病院スタッフと同じ

ケーシースタイルの白衣に様変わりしたの

だ。薬学部長の掛樋一晃氏は「関西で最も優

れた薬剤師を養成できる教育機関として発展

させたい」と意気込む。

１年生から情報教育の授業をふんだんに取

り入れている近畿大は、全国の薬系大学に先

駆けてＩＴおよびｅラーニング・システムの

導入に積極的だ。Webを利用した「国家試

験学習用システム」を独自開発し、平成13

（2001）年に私立大学情報教育協会賞も受賞、

学内外からの評価も高い。

近畿大のｅラーニング・システムは、①各

項目ごとにナレーションやアニメーションを

組み合わせた解説で学習し、演習問題を解く

②過去の国家試験問題を網羅的に回答する―

―という二つの柱からなっている。自宅から

学内のサーバにアクセスし、利用することも

可能だ。

「ｅラーニング・システムの成果が出てい

る」（掛樋氏）というように、今年の卒業生

は、127人中125人が国家試験に合格した。過

去の解答履歴から自分の弱点分野を把握でき

たり、システムがランダムに試験問題を選択

し、その選んだ問題が学生間で異なる。「薬

系大学の中でも１、２を争えるシステムだと

自負している。共用試験（ＣＢＴ）にも十分

対応できるシステムだ」と自信を示す。
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病院実習で医師や看護師
から直接指導を受ける

一昨年に50周年を迎えた近畿大学薬学

部が、ここ最近、著しい変化を遂げている。

平成11（1999）年に病院薬剤部の環境を

再現し、実り多い実習に役立てる「医療薬

学センター」、12年には薬剤師国家試験対

策の一環としてｅラーニング・システムを

活用する「薬剤師教育センター」を相次い

で開設、国家試験合格率の上位を常に独占

している。大阪、奈良に医学部３病院を擁

する総合大学ならではの利点を生かした実

務実習は、高度医療に触れることができ、

充実した実習を受けられると学生からも好

評だ。

国試学習システムは、学習モード
と演習＆試験モードの２部構成

１、２年生には早期体験学習も導入

し、附属病院で薬剤部の見学を行うほ

か、医学部教員による講義・解剖実習

も体験、内藤記念くすり博物館の見学、

生涯学習へも参加し、臨床現場の声を

聞く機会も多い。１年生前期には各研

究室に振り分けた１グループ（約10人）

の学生が、薬に関するテーマを自由に

決定し、それについて調査研究を

進める。教員は舵取りをするだけ、

最後には発表会も実施する。学生

の自主性を高めることが狙いだ。

来年からは、優れた薬剤師を養

成する６年制の医療薬学科（150人）と

共に、創薬に強い人材養成を目指した４

年制の創薬科学科（30人）の２学科を設

置する。

学内にある「薬学総合研究所」を今年

度から薬学部附属施設に組み入れ、薬学

のエキスパートを育てる創薬科学科の目

玉にもしたい考えだ。同研究所には、従来に

はない健康食品やサプリメント等の研究にも

取り組む「食品薬学」の研究室も設置した。

英語力を強化させるほか、３年生で自分の能

力・適性を見極めるため、各研究室を体験す

る研究室実習を実施し、４年生では研究実績

を積んだ教員の下で、研究に打ち込むことが

できる。

研究室の様子。癌転移を細胞培養実験で調べる


